
No.438

■町民の動き（19.11.1現在）
人口・・・・・・7,008人（△03人）
男・・・・・・・3,270人（ 00人）
女・・・・・・・3,738人（△03人）
出生・・・・・・ 1人
死亡・・・・・・ 3人
転入・・・・・・ 16人
転出・・・・・・ 17人
世帯数・・・・・3,094戸（ 00戸）

12

今月の行事

12月15日～
横倉山自然の森博物館企画展
「昔懐かしい越知町の写真・引札展」

11月10日　越知町商工会主催による「おなばれ」
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第
27
回
高
知
県
小
学
生
野
球
越
知
新

人
大
会
（
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
）

が
10
月
20
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
７

日
間
（
土
・
日
・
祝
）
に
越
知
町
民
総

合
運
動
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
キ
ャ
プ
テ

ン
尾
城
圭
亮
君
（
越
知
小
５
年
）
が
歓

迎
の
こ
と
ば
を
の
べ
、
県
内
79
チ
ー
ム
、

約
１
,
３
０
０
人
の
ち

び
っ
こ
球
児
た
ち
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

は
、
初
戦
、
舟
入
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
対
戦
し
、

接
戦
の
末
、
11
対
11
の

同
点
と
な
り
、
設
定
ゲ
ー

ム
の
結
果
、
６
対
４
で

勝
利
し
ま
し
た
。
２
回

戦
で
は
諸
木
ス
ワ
ロ
ー

ズ
に
７
対
３
で
惜
し
く

も
敗
れ
ま
し
た
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
出
し
切
り
、
次
に

つ
な
が
る
試
合
内
容

で
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝香

長
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

準
優
勝朝

倉
第
二
ヤ
ン
グ
タ
イ
ガ
ー
ス

第
３
位旭

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
４
位高

須
Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

第
44
回
越
知
町
文
化
祭
が
11
月
２
日

か
ら
４
日
ま
で
、
越
知
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

期
間
中
は
屋
内
多
目
的
運
動
広
場
で
、

絵
画
・
書
道
・
陶
芸
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
越
知
幼
稚
園
児
に

よ
る
鼓
笛
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
日
用
雑
貨
や
食
べ

物
が
売
ら
れ
、
人
だ
か
り
が
で
き
、
と

て
も
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
４
日
に
は

舞
台
発
表
会
が
行
わ
れ
、
大
正
琴
・
剣

持
舞
・
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
会
場

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

第
22
回
高
知
県
小
学
生
空
手
道
大
会

が
11
月
４
日
（
日
）、
越
知
町
民
総
合
運

動
場
体
育
館
に
て
、
約
２
１
０
人
の
小

学
生
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
谷
興
輝
君
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
は
、
総
勢
12
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
い
声
援
に
応
え
健
闘
し
ま
し
た
。

いろいろな作品が展示されました

力強く選手宣誓を行った谷興輝君
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毎
年
恒
例
の
越
知
町
商
工
会
青
年
部

主
催
に
よ
る
「
お
な
ば
れ
」
が
11
月
10

日
に
越
知
保
育
園
児
や
小
中
学
生
な
ど
、

約
３
０
０
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
無
病
息
災
・
家
業
繁

栄
な
ど
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
越
知
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
を
先
頭
に
天
狗
や
鬼
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
に
仮
装
し
た
行
列
や
御
神
輿

を
担
ぎ
白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
勇
壮
な

一
行
が
、
坂
折
川
か
ら
商
店
街
な
ど
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
葉
荘
や
山
　
病
院
で
は
、

巫
女
姿
に
扮
装
し
、
伝
統
芸
の
浦
安
の

舞
を
披
露
す
る
と
観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

越
知
町
消
防
団
に
よ
る
消
防
水
利
点

検
が
、
11
月
11
日
に
越
知
町
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に
速
や

か
に
消
火
活
動
を
行
う
た
め
、
毎
年
火

災
予
防
週
間
中
に
消
防
団
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
越
知
・
大
桐

分
団
管
轄
区
す
べ
て
の
消
火
栓
と
防
火

水
槽
を
点
検
し
、
ペ
ン
キ
を
塗
り
直
し

ま
し
た
。

11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
保
健
福
祉

大
会
の
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
て
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

が
食
育
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
よ
も
ぎ
の
お
や
き
」、「
栄

養
た
っ
ぷ
り
蒸
し
パ
ン
」、「
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
」
な
ど
を
販
売
し
、
食
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

前
日
は
夜
遅
く
ま
で
、
当
日
は
早
朝

か
ら
お
や
つ
作
り
に
と
り
か
か
り
、
大

変
で
し
た
が
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
は
、

「
楽
し
か
っ
た
〜
」
と
の
声
も
あ
が
り
、

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

日
々
、
毎
日
の
よ
う
に
【
食
に
対
す

る
安
全
】
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

私
た
ち
の
体
の
中
に
入
る
【
食
べ
物
】

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
、「
食
育
は

幼
い
う
ち
か
ら
！
」
を
合
言
葉
に
食
で

育
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
地
域
に
伝
達
す

る
こ
と
を
目
的
に
い
つ
も
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

越
知
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

浦安の舞を披露しました

すべての消火栓と防火水槽を点検しました

ヘルスメイトのみなさん
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※
詳
し
く
は
、「
ご
み
カ
レ
ン
ダ

ー
」
・
「
ご
み
の
分
け
方
出

し
方
」
を
参
照
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い

方
は
役
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

越
知
町
で
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
が
認
知
症
に
関
わ
る
心
配

や
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
協
力
の
も
と
、「
出
前
認

知
症
相
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

医
学
的
に
み
た
認
知
症
に
つ
い

て
・
症
状
へ
の
対
応
に
つ
い
て
・

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
講
話
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
個
別
相

談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
物
忘
れ
が

気
に
な
る
方
や
、
認
知
症
の
家
族

を
介
護
し
て
い
る
方
な
ど
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
】

年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り

は
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め

に
汲
み
取
り
業
者
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
火
葬
】

高
吾
苑
は
、
１
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
間
、
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
付
業
務
は
年
末
年
始
も

平
常
ど
お
り
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
３
０
５
）
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

【
ご
み
】

年
末
の
29
日
か
ら
31
日
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持

ち
込
む
と
き
は
、
可
燃
ご
み
・
不

燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み

に
分
別
し
、
降
ろ
し
や
す
い
状
態

に
し
て
早
め
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
は
、
５
kg
に
つ
き
30
円
の

手
数
料
が
必
要
で
す
）

な
お
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
に

限
り
各
家
庭
に
年
１
回
、
無
料
処

理
券
（
有
効
期
限
12
月
28
日
）
を

発
行
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
環

境
水
道
課
環
境
衛
生
係
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の

地
区
の
利
用
者
が
自
ら
の
責
任
で

清
潔
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
他
の

地
区
よ
り
持
ち
込
む
こ
と
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

【
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
】

【
指
定
の
ご
み
袋
に
入
っ
て
い
な

い
ご
み
】

【
産
業
廃
棄
物
】

【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
】

事
業
活
動
（
会
社
・
商
店
・
工

場
・
飲
食
店
等
）
に
と
も
な
い
発

生
し
た
ご
み

【
処
理
困
難
物
】

自
動
車
部
品
、
農
業
用
機
械
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
、
消
火
器
、
耐
火
金
庫
、

ピ
ア
ノ
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
ボ
タ
ン
電

池
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
ス
プ
リ
ン
グ

入
り
マ
ッ
ト
レ
ス
、
ソ
フ
ァ
ー
等

【
パ
ソ
コ
ン
】

購
入
時
の
標
準
添
付
品
（
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
）

【
特
定
家
庭
用
機
器
】

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
（
凍
）
庫
、
洗
濯
機

【
在
宅
医
療
廃
棄
物
】

注
射
針
等
危
険
な
も
の

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
　

【
内
　
容
】

①
認
知
症
の
講
話
（
講
演
）

午
後
１
時
〜
２
時

②
認
知
症
相
談
（
面
接
）

午
後
２
時
〜
３
時

【
講
　
師
】

高
知
鏡
川
病
院

院
長
　
幡
手
　
静
幸

【
参
加
費
】

無
料

【
申
込
期
限
】

12
月
14
日
（
金
）

※
認
知
症
相
談
は
、
３
人
ま
で

の
先
着
順
で
す
。
講
演
の
み

希
望
の
方
も
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

担
当
　
大
　
・
矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
出
し
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

認
知
症
の
相
談
会
に

来
て
み
ま
せ
ん
か

年
末
年
始
の
ご
み
、し
尿

火
葬
業
務
に
つ
い
て

■■■■情報広場■■■■
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年
末
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
後
で
ま
と

め
て
納
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
２

年
を
超
す
と
そ
れ
以
前
の
保
険
料

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
た
め
に
も
お
得
で
便
利
、
確
実

な
「
口
座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま

す
。老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
原
則
25
年
以
上
（
第
３
号

被
保
険
者
・
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含
む
）
必

要
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
年
金

で
す
。
受
給
権
を
得
る
た
め
に
も

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。（
平
成
19
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
分
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
６
カ
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平

成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
６
カ
月
間
は
、
頭
割
り
保

険
料
額
（
被
保
険
者
均
等
割
）
が

９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま

す
。

（
対
象
者
の
方
）

75
歳
以
上
の
方
（
注
２
）
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に

な
る
日
の
前
日
（
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
た
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
）
に
お
い
て
被
用
者
保
険
（
政

府
管
掌
健
康
保
険
や
、
企
業
の
健

康
保
険
、
共
済
組
合
等
）
の
被
扶

養
者
と
な
っ
て
い
る
方
で
す
。
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

（
注
２
）
65
〜
74
歳
で
一
定
の

障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま

す
。

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方

こ
の
度
「
与
党
高
齢
者
医
療
制

度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
政
府
と
し
て
も
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
正
式
に
内
容

が
固
ま
っ
た
段
階
で
改
め
て
お

知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
注
１
）
既
に
３
割
負
担
を
頂

い
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定
の

障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除
き

ま
す
。
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、

70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え

置
く
も
の
で
す
。

に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年

間
、
被
保
険
者
均
等
割
を
５

割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置
は

そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

平
成
18
年
11
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
10
月
31
日
ま
で
に
あ
っ
た
閲

覧
請
求
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

（
１
件
）

【
調
査
名
】

平
成
18
年
度
国
民
生
活
選
好
度

調
査
　

【
閲
覧
日
】

11
月
27
日

【
請
求
機
関
】

内
閣
府
国
民
生
活
局

代
表
者
　
西
　
辰
男

【
請
求
事
由
の
概
要
】

国
民
生
活
対
策
の
企
画
立
案
お
よ

び
推
進
の
た
め
、
国
民
の
価
値
観
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
。

【
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
】

越
知
甲
２
３
２
５
番
地
〜
14
件

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

住
民
基
本
台
帳

閲
覧
の
公
表
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１. 職員の任免および職員数に関する状況 
（１） 職員の採用状況 

（平成18年4月1日～平成19月3月31日） 
（２） 職員の退職の状況 

（平成18年4月1日～平成19月3月31日） 

競　争　試　験 

男  性 女  性 計

一般行政職 0人 0人 0人

計 0人 0人 0人

定 年 退 職  

勧 奨 退 職  

普 通 退 職  

分 限 免 職  

懲 戒 免 職  

失 　 　 職  

死 亡 退 職  

計

１人

２人

０人

０人
０人

０人

０人

3人 

（３） 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

職  員  数  
平成18年 平成19年 

対前年
増減数 

主 な 増 減 理 由  

議　会

総　務

税　務

農　水

土　木

民　生

衛　生

2
21
8
9
8
21
7

2
21
8
8
8
21
7

0 
0 
0 

△ 1 
0 
0 
0 

事務の統廃合縮小 

 

一 

般 

行 

政 

部 

門 
小　計 76 75 △ 1  
教　育 24 24 0  特　　別

行政部門 小　計 24 24 0  
水　道

下水道

その他

4 
1 
5 

3 
1 
6 

△ 1 
0 
1 

業務の機械化 

事務の増 

公営企業
等

会計部門 
小　計 10 10 0  

合      　　計 110 109 △ 1 
（注）職員数に教育長を含む。  

（４） 一般行政職の級別職員数の状況              （平成１９年４月１日現在） 

区 　 　 分  １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 計

標準的な職務内容 主 事 主 査 主 幹 係 長 補佐主監 課 長 

職 　 員 　 数 1 人 4 人 29 人 10 人 13 人 6 人 63 人 

構　成　比 1.6 ％ 6.4 ％ 46.0 ％ 15.9 ％ 20.6 ％ 9.5 ％ 100.0 ％ 

１年前の構成比 0.0 ％ 9.4 ％ 39.0 ％ 17.2 ％ 25.0 ％ 9.4 ％ 100.0 ％ 参
　
考 ５年前の構成比 8.6 ％ 12.9 ％ 31.4 ％ 21.4 ％ 11.4 ％ 14.3 ％ 100.0 ％ 

（注）越知町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。（税務・保育士等は除く。） 

　町政に対してより一層のご理解をいただくために、「越知町人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」（平成１７年条例第２２号）の規程に基づき、人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

越 知 町 人 事 行 政 の 運 営 等 に 関 す る 状 況  
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（１）人件費の状況（普通会計決算） 

区　分 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（B） 人件費率 （B/A） （参考）
17年度の人件費率

18年度 4,019,858千円 87,229千円 780,587千円 19.4％ 20.6％

（注）人件費とは、職員に支給される給料や各種手当のほか、共済費（民間の社会保険料の使用者負担分に相当するもの）
や退職手当組合負担金等を含む費用の合計をいいます。また、一般職の給与のほか、町長等の常勤特別職の給与、
議員等の非常勤特別職の報酬等が含まれます。 

（２）職員給与費の状況（全会計決算） 

給   与   費   （ 千 円 ） 
区　分 職員数

（A） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
一人当たり給与費
 （B/A）

18年度 109人 397,656千円 40,812千円 142,622千円 581,090千円 5,331千円

（注）1：職員手当には退職手当は含まれていません。 ２：職員数は、平成18年4月1日現在の人数で、教育長を除く。 

（３）ラスパイレス指数の状況 平 成 1 7 年 度  9 4 . 2

平 成 1 8 年 度  9 3 . 6

（注） ラスパイレス指数とは、国家公務員と地方公務員との間の給与水準を比較するときにおいて、国家公務員を100としたときの数値です。 

一  般  行  政  職 技  能  労  務  職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

317,081円 345,215円 41歳 251,369円 264,094円 44歳

（５）職員の初任給の状況 （平成１９年４月１日現在）

（平成１９年４月１日現在）

越  知  町 国

区　　　　分
決定初任給

採用2年経過日
給 　 料 　 額

初　任　給
採用2年経過日
給 　 料 　 額

一　般
行政職

試験
または職種

初  級 138,400円 148,000円 138,400円 148,000円

（６）職員の手当の状況 

ア：期末手当・勤勉手当 
越  知  町 国

（19年度支給割合）

期末手当3.0月分 　勤勉手当1.4月分 
（手当額は3%減額） （手当額は3%減額） 

（19年度支給割合）

期末手当3.0月分 　勤勉手当1.4月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 
（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

2. 職 員 の 給 与 の 状 況  

（４）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区　分 

越知町

（注）1 「平均給料月額」 とは、平成１９年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 
2 「平均給与月額」 とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当などの諸手当の額を合計したものであり、
　地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。 
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越  知  町 国 

（支給率） 

勤続20年

勤続25年

勤続35年

 最高限度額 

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分 

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分 

（支給率） 

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額 

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分 

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 （2％～20％加算） 
１人当たり平均支給額  24,185千円 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 （2％～20％加算） 

 

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、１８年度に退職した職員に支給された平均額です。

支   給    総    額 8,523千円
平成17年度 

職員１人当たり平均支給年額 76千円

支   給    総    額 10,661千円

時 間 外
勤務手当 

 

平成18年度 
職員１人当たり平均支給年額 98千円

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

                                      

（平成１９年４月１日現在）

 

区　　分 内          　容 国の制度との異同 

扶養手当 

配偶者13,000円 その他の扶養親族１人につき6,000円 
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子等6,500円 
配偶者がない場合の1人目の子等11,000円 
16歳～22歳の子１人につき5,000円加算 

同　　じ

住居手当 
借家・借間の場合　家賃月額23,000円以下は12,000円を控除した額 
　　　　　　　  　23,000円を超えるときは27,000円を限度 
自宅居住者（世帯主）新築、または購入後5年間は2,500円 

同　　じ

通勤手当 
交通機関利用者 最高支給限度額55,000円 
自動車等使用者 通勤距離に応じて2,000円～24,500円 同　　じ

                             （平成１９年４月１日現在） 

区    分 給  料  月  額  等 

給 

料

町 長

副 町 長

教 育 長

610,000円

521,000円

488,000円

報 

酬

議 長

副 議 長

議 員

224,000円

184,000円

165,000円

町 長

副 町 長

教 育 長

（19年度支給割合）

(手当額は3%減額)

６月期

12月期

計

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

期 

末 

手 

当

議 長

副 議 長

議 員

（19年度支給割合） ６月期

12月期

計

イ：退職手当（平成１９年4月1日現在） 

ウ：時間外勤務手当 

エ：その他の手当

（７） 特別職等の報酬等の状況

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 
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（１）職員の勤務時間（標準的なもの） 

1週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 

４０時間 ８：３０ １７：３０ １２：００～１３：００ 

（２）年次有給休暇の取得状況 （H18.1.1～Ｈ18.12.31） 

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率 

３，９９１日  １，２９１日  １０３人  １２．５日  ３２．３％

（３）育児休業の状況 

（H18.4.1～Ｈ19.3.31） 男性 女性 

新たに育児休業を取得した者 ０ ５ 

前年度から引き続いている者 ０ ２ 

（１）分限処分者の状況 （平成１８年度中）

（平成１９年４月１日現在）

処分の種類 

処分事由
降任 免職 休職 降給 合計 失職 

勤務実績が良くない場合 地公法第28条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

心身の故障の場合 
地公法第28条第１項第２号 

第２項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

職に必要な適格性を欠く場合 地公法第28条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

職制、定数の改廃、予算の減少に

より廃職、過員を生じた場合 
地公法第28条第１項第４号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

刑事事件に関し起訴された場合 地公法第28条第２項24号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

条例で定める事由による場合 地公法第27条第２項 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合　　　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

地公法第２８条第４項により失職した者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

地公法第２８条第４項に基づく条例により失職しなかった者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

（２）懲戒処分者の状況 （平成１８年度中）

処分の種類 

処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計 訓告 

法令に違反した場合 地公法第29条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ 
職務上の義務に違反し又は職務
を怠った場合 

地公法第29条第１項第２号  

全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合 

地公法第29条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合　　　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

4.  職員の分限および懲戒処分の状況 
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（１）職員の営利企業等従事許可の状況 （平成１８年度中）

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、その他の役員、顧問、評議員
および当該会社、団体の重要方針決定に参画する職を兼ねる場合 

０

自ら営利を目的とする場合 ０

報酬を得て事業または事務に従事する場合 ※ 10

※統計調査員

（１）研修の状況（18年度） （２）勤務成績の評定 

研修名 研修回数 参加者数 平成１９年度 試行を実施 

階層別職員研修 ４回  ６人 平成２０年度 実    施 

能力開発・向上研修 ６回  ８人 

（１）健康診断の状況 （H18.4.1～H19.3.31）

（注）町長、助役、収入役、教育長を含む

健康診断の種類 対象者数 受診者数 

定期健康診断 １１３ １０９ 

8. 勤務条件に関する措置の要求の状況 9. 不利益処分に関する不服申立の状況
（H18.4.1～H19.3.31） （H18.4.1～H19.3.31） 

継続件数 不服申立件数

０ ０

①定員適正化目標 
今後の職員数については、地方分権の推進による事務移譲、新たに発生する行政需要など増員要因は
あるが、集中改革プランに基づき１８年度から２２年度までの５カ年間で６人以上の定員の削減を行う。 

②定員適正化計画の年次別進捗状況の概要 （各年４月１日現在）

区　分
１７年
計画前年

１８年
(１年目)

１９年
(２年目)

２０年
(３年目)

２１年
(４年目) 計 

増　減  △  3  △  1  △ 1 △ 1 △ 6
計　画

職員数 113 110 109 109 108 107 107

（注） 職員数に教育長を含む。 

（平成19年4月１日現在）

区　分
１７年
計画前年

１８年
(１年目)

１９年
(２年目)

２０年
(３年目)

２１年
(４年目)

２２年
(５年目) 計 

（参考）
数値目標

増　減  △ 3  △ 1 △ 4 △ 6
実　績

職員数 113 110 109 109 107
（注） 職員数に教育長を含む。 

10. 定員適正化計画の数値目標および進捗状況

7. 職員の福祉および利益の保護の状況

6. 職員研修および勤務成績の評定の状況

5. 職 員 の 服 務 の 状 況

２２年
(５年目)

継続件数 措置要求件数

０ ０
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こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。事

業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
事
業
主
】

建
設
業
を
営
む
人

【
対
象
と
な
る
労
働
者
】

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

【
掛
金
】

日
額
３
１
０
円

特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
心
、確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す

で
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
知
事

に
よ
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）審
査
期
間
の
延
長

構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の

導
入
等
に
と
も
な
い
、
建
築
確
認

の
審
査
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し

た
。（
従
来
の
21
日
間
か
ら
35
日

間
に
延
長
。
た
だ
し
、
詳
細
な
構

造
審
査
を
要
す
る
場
合
に
は

最

大
で
70
日
間
と
な
り
ま
す
）

（
３
）指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査

の
実
施

従
来
、
設
計
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が

不
十
分
な
設
計
図
書
で
あ
っ
て

も
、
審
査
段
階
で
の
補
正
が
幅
広

く
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
軽

微
な
不
備
を
除
き
、
設
計
図
書
に

法
令
に
適
合
し
な
い
箇
所
や
不
整

合
な
個
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
再

申
請
や
追
加
資
料
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
設

計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
に

は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
当
該

部
分
の
工
事
前
に
計
画
変
更
の
確

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
発
覚
し
た
構
造
計
算

書
偽
装
事
件
を
う
け
、
再
発
防
止

を
目
的
と
し
、「
建
築
確
認
・
検

査
の
厳
格
化
」
を
大
き
な
柱
と
す

る
建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
６
月
20
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要

な
手
続
き
で
、
直
接
に
は
、
委
任

し
た
建
築
士
の
方
々
が
対
応
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
建
築
主
の
皆
様
の
理

解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

（
１
）構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度

の
導
入

高
度
な
構
造
計
算
を
行
う
建
築

物
（
一
般
的
に
は
一
定
の
高
さ
以

上
等
の
建
築
物
が
対
象
に
な
り
ま

す
が
、
比
較
的
小
規
模
な
建
築
物

（
１
）設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ

い
て
、
設
計
者
と
事
前
に
綿
密
に

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
意
匠
・
構

造
・
設
備
の
整
合
性
の
と
れ
た
設

計
図
書
に
よ
り
確
認
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
２
）設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申

請
の
手
続
き
に
必
要
な
期
間
を
考

慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
あ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。
構
造
計
算
適
合
性
判
定

の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

（
３
）設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場

合
に
は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、

計
画
変
更
の
確
認
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
初
の
建

築
確
認
申
請
の
段
階
で
設
計
内
容

を
十
分
に
詰
め
て
お
く
と
と
も

に
、
設
計
内
容
の
変
更
を
検
討
す

る
場
合
は
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
へ
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
土
木
部
建
築
指
導
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
８
９
１

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
○
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人

で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な

り
ま
す

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
４
０
０
―
４
３
１
６

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度
！

建
築
主
の
皆
様
へ
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今
後
30
年
以
内
に
約
５０
パ
ー
セ

ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ

れ
る
「
南
海
地
震
」。

ま
た
、
常
襲
す
る
「
台
風
」
や

不
意
に
発
生
す
る
「
火
事
」。

こ
れ
ら
の
災
害
発
生
時
に
迅

速
に
人
命
救
助
な
ど
が
行
え
る

よ
う
、
現
在
５
つ
の
自
主
防
災

組
織
が
防
災
訓

練
や
防
災
学
習

会
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

『
自
分
た
ち
の

地
域
と
住
民
は

自
分
た
ち
で
守

る
！
』
た
め
に
、

各
地
区
で
自
主

防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
、
来
る

災
害
に
備
え
ま

せ
ん
か
？

町
で
は
、
新

規
設
立
の
組
織

に
防
災
倉
庫
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

発
電
機
・
投
光

・
郵
便
局
の
領
収
書
も
保
管
す
る

こ
と

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
４
―
０
９
９
９

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
祝
日
休
み
）

百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
る
よ
う

な
日
用
品
等
で
呼
び
込
み
を
行

い
、
会
場
内
に
誘
い
込
み
、
高
額

な
ヒ
ー
タ
ー
等
を
購
入
契
約
さ
せ

ら
れ
た
、
と
い
う
相
談
が
今
年
の

10
月
末
か
ら
県
西
部
で
増
え
て
い

ま
す
。

こ
の
商
法
は
雰
囲
気
を
武
器
と

し
て
い
る
の
で
、
会
場
に
行
か
な

い
の
が
一
番
で
す
。
い
ま
ど
き
う

ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、

だ
ま
さ
れ
て
購
入
契
約
し
て
も
、

契
約
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
箇

所
で
、
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
て
い
る
場
合
は
、
特
定
商

取
引
法
の
適
用
除
外
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
は
販

売
者
・
信
販
会
社
あ
て
に
そ
れ
ぞ

れ
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

・
証
拠
と
し
て
は
が
き
の
両
面
を

コ
ピ
ー
し
て
保
管
す
る
こ
と

・
は
が
き
を
郵
便
局
で
「
簡
易
書

留
」
・
「
配
達
記
録
郵
便
」
で

発
送
す
る
こ
と

解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、
不

払
い
残
業
や
い
じ
め
な
ど
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働

委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
―
７
８
３
―
７
２
２

器
な
ど
の
救
出
・
救
助
用
の
資
機

材
の
整
備
に
か
か
る
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
消
防
防
災
係
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

―
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ
―

催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法

に
ご
注
意
！

災
害
に
備
え
て
！

自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
ま
せ
ん
か
？

記載例（販売者（会社）用）　通知書 

私は、貴社と次の契約をしましたが、解除します。 
契約年月日　平成　年　月　日 
商　品　名　○○○○ 
契 約 金 額　○○○○円 
販売会社名　株式会社××××　○○営業所　担当者△△ 
　私が支払った代金○○○○円を、至急返金してください。 
　私が受け取った商品を貴社の費用でお引取りください。 

平成　　年　月　日 
　　××県×市×町×丁目×番×号 
　　　　　　　　　株式会社×××× 

代表者　殿 

高知県高岡郡越知町○○番地 
　　　　　　　氏名　○○○○ 

記載例（信販会社用）　通知書 

私は、販売会社と次の契約をしましたが、解除します。 

契約年月日　平成　年　月　日 
商　品　名　○○○○ 
契 約 金 額　○○○○円 
販売会社名　株式会社××××　○○営業所　　 
販売会社住所　○○○○○○ 

平成　　年　月　日 
　　△△県△市△町△丁目△番△号 
　　　　　　　　　△△△信販株式会社 

代表者　殿 

高知県高岡郡越知町○○番地 
　　　　　　　氏名　○○○○ 

クーリングオフ通知の記載例
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　＊＊＊　高吾北地区地域安全協会事務局（佐川警察署　刑事生活安全課内）TEL 22-0560＊＊＊ 

TEL22－0110

－インターネット犯罪から身を守りましょう－ 
  インターネットオークションは、買いたい物を探したり不要になった商品を売るなどして自分のパソコンで
気軽に売買を楽しむことができます。 
　しかし、気軽に利用できる反面、ネットオークション詐欺など様々なトラブルが発生しているのも事実です。
自己責任を自覚し、利用するよう心がけてください。 

　尚、オークションサイトを利用するに
あたり、不安に思うことがあれば、参加
および購入代金を支払う前に ①規約やガイドラインを守っているか、出品内容をよく調べる。 

②出品者の評価をよく確認する。 
③自分なりの予算を立てて参加をする。 
④落札後は出品者の氏名・住所・電話番号を確認する。 
⑤落札後、代金を支払う前に出品者に関する情報を調べる。 

　オークションサイトにてデジタルカメ
ラを3万円で落札して、代金3万円を振
り込んだ。しかし1カ月以上たつが商品
は届かない。そのうえ、出品者に連絡が
取れなくなってしまった。 

　個人情報は様々な形で利用され、
場合によってはネット犯罪に利用
される可能性もあります。 

☆当協会は、飲酒運転を根絶するため、本運動が国民運動として定着することを目指し、これからも活動を続けてまいります。 

交通安全協会では、見通しの悪く事故の多いカーブや通学路で、 

交通事故に遭わないように、注意看板・回転灯を設置しています。 

（その２）－ネットオークションの危険性－ 

ハン
ドルキー

パー運動推進中!!
ハン
ドルキー

パー運動推進中!!
ハン
ドルキー

パー運動推進中!!

12月は、忘年会など、お酒を飲む機会が多くなり、年末年始の 
交通安全運動も始まります。飲酒運転を助長・容認した周囲の人も 
罰せられます。皆で飲酒運転を追放しましょう!!

の紹介 の紹介 
看板 

回転灯 

佐川警察署（相談係） 
TEL 22－0110まで、 
ご相談ください －不安な点があれば、取引をやめるという選択も大切です－不安な点があれば、取引をやめるという選択も大切です－ －不安な点があれば、取引をやめるという選択も大切です－不安な点があれば、取引をやめるという選択も大切です－ 

【実際にトラブルのあった事例】 

トラブルに遭わないために－入札・落札時のチェックポイント－ 

オークション利用の際は 
個人情報の管理もしっかりと！！ 

年末年始の交通安全運動実施！！ 

ハンドルキーパーは、自動車で仲間と飲食店などに行く場合に、 
お酒を飲まないで、仲間を自宅まで送り届ける人のことです。 

実施期間 
12月20日(木)～平成２０年１月９日(水)
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◆お問い合わせ・病院紹介　   高吾北消防署　TEL26-2111

●傷口に直接、脱脂綿やチリ紙を当てない。 
●やたらに医薬品を使用しない。 
●みそや醤油、アロエなども感染症の原因に 
   なりますので使用はやめましょう。 
 

消防署だより 
 
 
 
 
 
 
 

１、やけどをした部位をできるだけ早く、水道水などを使い冷やします。 
２、やけどをした患部に直接強い水圧をかけないようにして、１５分以上痛みがなくなるまで冷やします。 
３、靴下など衣類を着ている場合は、衣類ごと冷やします。 
４、寒いときや、特に乳幼児・高齢者での長時間の冷却は、体温を低下させ危険な状態になることがあるの 
   で十分注意します。 
５、水ぶくれ（水泡）を破ってはいけません。感染しやすくなります。 
６、やけどした患部を清潔なガーゼやタオルで覆う。 

やって
は 

ダメ！
 

やけどの応急手当応急手当てについて やけどの応急手当応急手当てについて やけどの応急手当てについて 

秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）

保
健
師
　
矢
野
雄
二

「
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
て
」「
本
を
読
ん
で
あ
げ

て
」「
食
事
の
時
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て
あ
げ
て
」。

専
門
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
子
育
て
に
つ
い

て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
。
で
も
な
ぜ

か
心
に
届
か
な
い
…
。
児
童
虐
待
や
少
年
事
件

で
も
、
専
門
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
親
や
子

ど
も
を
批
判
し
、
理
論
や
知
識
や
技
術
を
生
か

し
て
い
ろ
ん
な
分
析
を
行
う
。
で
も
、
心
っ
て

誰
で
も
簡
単
に
分
析
で
き
る
ほ
ど
そ
ん
な
簡
単

な
も
ん
じ
ゃ
な
い
…
。

「
子
ど
も
が
泣
い
た
ら
私
も
泣
き
た
く
な
る
」

「
２４
時
間
ず
っ
と
子
ど
も
と
い
た
ら
何
故
か
苦

し
く
て
…
」「
子
ど
も
が
夜
も
寝
て
く
れ
な
い

ん
で
す
」「
子
ど
も
が
病
気
ば
か
り
し
て
…
。

ま
た
仕
事
を
休
ま
な
い
と
…
」
子
育
て
中
の
ど

の
お
母
さ
ん
も
、
子
ど
も
と
必
死
で
向
き
合
っ

て
い
る
。
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
分
か
っ
て

は
い
て
も
、
そ
れ
が
で
き
な
い
現
実
と
必
死
に

戦
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
心
に
届
か
な
い
の
は
、

そ
ん
な
「
現
実
」
と
か
け
離
れ
て
い
る
か
ら
な

の
か
も
し
れ
な
い
…
。
結
婚
式
の
披
露
宴
に
行

く
と
、
お
嫁
に
行
く
新
婦
が
こ
れ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
両
親
に
伝
え
る
場
面

が
あ
る
。
父
親
の
愛
情
、
母
親
の
優
し
さ
、
そ

し
て
親
か
ら
離
れ
て
い
く
寂
し
さ
…
。
涙
な
が

ら
に
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す

る
。
子
育
て
を
経
験
し
た
大
人
た
ち
も
、
ま
だ

子
育
て
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
若
者
た
ち

も
、
よ
そ
の
家
庭
の
子
育
て
な
の
に
な
ぜ
か
会

場
に
い
る
多
く
の
人
た
ち
が
心
を
打
た
れ
て
涙

を
流
す
。
今
、
子
育
て
を
必
死
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
求
め
て
い
る
も
の
は

「
批
判
」
や
「
理
論
」
や
「
分
析
」
で
は
な
く
、

結
婚
式
の
披
露
宴
で
み
ん
な
が
涙
を
流
す
よ
う

に
、
一
緒
に
子
育
て
の
苦
労
を
分
か
ち
合
い
、

一
緒
に
子
育
て
の
楽
し
さ
を
語
り
合
い
、
苦
し

い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
辛
い
と
き
に
一
緒
に

涙
を
流
し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
『
温
か
さ
』
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

秋
に
な
り
今
年
も
ま
た
こ
の
町
に
コ
ス
モ
ス

の
花
が
咲
い
た
。
母
親
と
手
を
つ
な
ぎ
子
ど
も

た
ち
が
コ
ス
モ
ス
畑
を
散
歩
し
て
い
る
…
。
コ

ス
モ
ス
の
花
言
葉
は
「
真
心
」「
愛
情
」。
コ
ス

モ
ス
は
散
歩
し
て
い
る
親
子
を
そ
っ
と
優
し
く

見
守
る
…
。
コ
ス
モ
ス
の
ま
ち
越
知
町
。
コ
ス

モ
ス
の
季
節
は
終
わ
っ
て
も
心
の
コ
ス
モ
ス
だ

け
は
い
つ
も
咲
き
続
け
て
い
た
い
。

こ
こ
ろ
を
考
え
る

ミ
ニ
コ
ラ
ム
⑥
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皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
越
知

も
ず
い
ぶ
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
寒
い
冬
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

や
っ
ぱ
り
温
か
〜
い
キ
ム
チ
鍋
が

一
番
♪
韓
国
で
も
、
昔
な
が
ら

の
チ
ゲ
（
鍋
料
理
）
や
ク
ッ
ク

（
ス
ー
プ
。
チ
ゲ
よ
り
水
分
が
多

い
鍋
料
理
）
な
ど
、
鍋
を
使
っ
た

料
理
は
、
毎
日
３
回
の
食
卓
で
欠

か
せ
な
い
定
番
で
す
。

こ
ん
な
感
じ
！
ご
飯
と
一
種
類

の
鍋
、
た
く
さ
ん
の
お
か
ず
と
キ

ム
チ
が
韓
国
食
卓
の
基
本
！

実
は
、
最
近
の
私
は
日
本
暮

ら
し
に
慣
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
日

本
人
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
く
自
分

を
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
よ
ー
＾^
生
活
習
慣
や

考
え
方
も
、
そ
し
て
食
べ
物
の

好
み
な
ど
も
。
元
々
和
食
は
か

な
り
好
き
な
方
だ
っ
た
の
で
、

納
豆
や
梅
干
は
今
も
大
体
毎
日

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
よ
く
食
べ

て
い
ま
す
！
し
か
し
そ
れ
以
上

の
も
の
、
例
え
ば
お
刺
身
を
食
べ

る
時
に
は
、
チ
ョ
ジ
ャ
ン
（
コ
チ
ュ

ジ
ャ
ン
と
酢
を
合
わ
せ
た
も
の
）

で
は
な
く
醤
油
と
わ
さ
び
と
日

本
酒
！
が
恋
し
く
な
っ
た
り
と

か
、
毎
日
お
風
呂
に
入
る
代
わ

り
に
垢
す
り
は
し
な
い
と
か
、

ち
ょ
っ
と
で
も
他
人
に
触
れ
た

ら
す
ぐ
す
み
ま
せ
ん
、
と
言
う

と
か
、
ど
こ
か
に
行
っ
た
り
、

友
達
の
家
に
招
待
さ
れ
た
り
し

た
ら
、
小
さ
い
物
で
も
手
土
産

を
持
っ
て
行
く
と
か
…
。

そ
れ
以
外
に
も
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
が
、
書
い
て
み
た
ら
全

部
日
本
の
優
し
い
、
い
い
習
慣

が
身
に
つ
い
た
み
た
い
で
嬉
し

い
で
す
ね
！
＾^

こ
ん
な
に
完
全
に
日
本
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
私
で
す
が
、
た

ま
〜
に
、
も
の
す
ご
く
韓
国
の
も

の
が
恋
し
く
な
る
時
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
何
か
と
言
っ
た
ら
、
’

辛
い
も
の
‘
！！
☆

わ
さ
び
や
か
ら
し
、
あ
る
い
は

タ
イ
料
理
の
辛
さ
な
ど
と
は
違

う
、
本
当
の
韓
国
料
理
、
唐
辛
子

の
深
い
辛
さ
が
、
す
ー
ご
く
恋
し

く
な
る
時
が
た
ま
に
あ
る
の
で

す
！じ

ゃ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、

今
月
は
勝
手
に
韓
国
の
辛
さ
特

集
！
＾^

こ
れ
は
私
の
大
好
物
で
も
あ

る
、
ト
ッ
ポ
ッ
キ
と
い
う
韓
国
の

お
や
つ
で
す
。

お
米
で
作
っ
た
細
長
い
韓
国
餅

と
野
菜
を
炒
め
て
作
る
も
の
で
、

韓
国
の
街
を
歩
い
て
い
た
ら
屋
台

と
か
で
一
番
よ
く
見
ら
れ
る
食
べ

物
で
す
ね
。（
高
校
生
の
時
は
軽

く
１
週
間
に
３
回
く
ら
い
は
ト
ッ

ポ
キ
を
食
べ
て
た
よ
う
な
記
憶

が
・
・
＾^
）

先
週
は
韓
国
語
教
室
の
皆
様
と

一
緒
に
ト
ッ
ポ
キ
作
り
を
や
っ
て

み
ま
し
た
。
＾^

韓
国
で
の
普
通
の
辛
さ
に
し
た

ら
、
皆
さ
ん
泣
き
そ
う
な
顔
で
し

た
。
笑
。
そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
韓
国
料
理
が
作
れ
て
、
私

に
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し

た
！も

う
一
つ
、
こ
れ
も
私
の
好
き

な
タ
ッ
カ
ル
ビ
！
タ
ッ
カ
ル
ビ
は

ヨ
ン
様
の
冬
ソ
ナ
の
舞
台
で
も
あ

る
江
原
道
（
カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
）
、

春
川
（
チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
）
地
方
が

本
場
の
鶏
肉
料
理
で
す
。
タ
ッ
カ

ル
ビ
を
韓
国
焼
酎
と
合
わ
せ
た

ら
、
そ
れ
こ
そ
最
高
の
コ
ン
ビ
！！

♪
（
き
ゃ
ー
今
す
ぐ
食
べ
に
行
き

た
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
！
）

キ
ム
チ
を
は
じ
め
、
ト
ッ
ポ
キ

や
タ
ッ
カ
ル
ビ
な
ど
、
韓
国
料
理

の
辛
さ
の
ベ
ー
ス
は
大
体
コ
チ

ュ
ジ
ャ
ン
（
唐
辛
子
の
味
噌
）
と

コ
チ
ュ
ッ
カ
ル
（
唐
辛
子
の
粉
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
チ
ュ
ジ
ャ

ン
や
コ
チ
ュ
ッ
カ
ル
に
は
、
カ
プ

サ
イ
シ
ン
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
健
康
に
も
美
容
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
も
良
い
食
材
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
最
近
は
高

知
市
内
で
も
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
な
ど

を
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
美
味
し
く
て
健
康

に
も
良
い
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
を
使
っ

た
韓
国
料
理
を
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
＾^

し
か
し
、
こ
の
唐
辛
子
の
辛
さ

は
、
最
初
で
は
な
く
、
後
か
ら
ピ

リ
ピ
リ
と
く
る
の
が
特
徴
な
の
で
、

最
初
食
べ
て
、
”オ
ホ
〜
結
構
い
け

る
な
〜
“
と
思
っ
て
パ
ク
パ
ク
食

べ
た
ら
、
後
で
絶
対
泣
き
ま
す
の

で
、
注
意
！
＾^
そ
し
て
辛
い
物

ば
っ
か
り
食
べ
て
、
焼
酎
を
ガ
ン
ガ

ン
と
飲
む
韓
国
の
お
じ
さ
ん
た
ち

は
、
胃
が
ん
患
者
が
多
い
と
も
い
い

ま
す
の
で
、
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
！
＾^

ま
あ
、
そ
れ
で
も
適
当
な
飲
酒

と
、
適
当
な
辛
い
も
の
は
健
康
に

も
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
良
い
も

の
！
今
日
は
仕
事
が
終
わ
っ
た

ら
、
久
し
ぶ
り
に
韓
国
タ
ッ
カ
ル

ビ
と
焼
酎
を
飲
ん
じ
ゃ
お
う
！
と

思
っ
て
い
る
孫
で
す
！

ど
な
た
か
一
緒
に
飲
み
た
い

人
、
い
ま
せ
ん
か
？
＾^
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10
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）

と
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
友
の

会
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
そ
の

中
で
広
島
県
佐
伯
郡
宮
島
町
に
あ

る
平
家
ゆ
か
り
の
「
厳
島
神
社

い
つ
く
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

」

を
見
学
し
た
。

厳
島
神
社
の
現
社
殿
は
、
今
か

ら
８
０
０
年
以
上
も
前
の
仁
安
３

（
１
１
６
８
）
年
に
平
清
盛
が
造

営
し
た
も
の
で
、
海
上
に
建
つ
鮮

や
か
な
朱
塗
り
の
社
殿
が
一
際
印

象
的
で
あ
る
。
社
殿
は
平
安
時
代

の
寝
殿
造
り
の
様
式
を
取
り
入

れ
、
檜
皮
葺

ひ
わ
だ
ぶ
き

の
屋
根
の
棟
に
瓦
を

載
せ
た
化
粧
棟
が
大
き
な
特
徴

で
、
海
上
に
立
地
し
背
後
の
山
と

う
ま
く
一
体
化
し
た
景
観
は
他
に

類
を
見
な
い
。
そ
れ
故

”安
芸
の

宮
島
“
と
し
て
「
日
本
三
景
」
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
景
勝
地
で

あ
っ
た
が
、
１
９
９
６
年
に
は
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
宮
島
は
昔
か
ら
島
そ
の

も
の
が

”.

神
“
と
し
て
崇あ

が

め
ら

れ
、
島
全
体
が
神
社
地
と
し
て
保

護
さ
れ
て
き
た
た
め
、
敢
え
て
清

盛
は
社
殿
を
陸
上
に
は
造
営
し
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
は
島
に
は
神
職
や
社
殿
の
修

理
に
携

た
ず
さ

わ
る
職
人
以
外
は
居
住
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代

に
入
っ
て
神
社
の
参
詣
が
盛
ん

に
な
っ
て
か
ら
商
人
を
は
じ
め
と

す
る
一
般
庶
民
も

移
り
住
む
よ
う
に

な
り
門
前
町
と
港

町
の
性
格
を
併

せ
も
っ
た
町
並
み

が
発
展
し
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

厳
島
神
社
は
そ

の
歴
史
も
古
く
格

式
が
高
い
の
で
、

皇
族
・
貴
族
・
大

名
等
の
崇
拝
を
受

け
奉
納
品
も
多

く
、
重
要
文
化

財
・
国
宝
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
清
盛
が
安
芸
守

あ
き
の
か
み

に

な
っ
た
18
年
後
の
長
寛
２
（
１

１
６
４
）
年
に
奉
納
し
た
『
平
家

納
経
』〔
国
宝
〕
は
有
名
で
あ
る
。

平
安
芸
術
の
粋
を
駆
使
し
た
豪
華

な
装
飾
経
で
、
”
国
宝
中
の
国

宝
“と
称
せ
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
全

国
的
に
数
少
な
い
安
徳
天
皇
に
関

す
る
遺
品
と
言
わ
れ
る
資
料
も
何

点
か
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
厳
島

神
社
古こ

神
宝

し
ん
ぽ
う

類
と
し
て
伝
わ
る
三

柄へ
い

の
「
檜
扇

ひ
お
う
ぎ

」〔
国
宝
〕
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
材
（
柾
目

ま
さ
め

）

の
薄
い
板
34
枚
を
色
糸
で
綴と

じ
、

要
か
な
め

は
銀
製
の
笠
鋲

か
さ
び
ょ
う

で
留
め
ら
れ

て
い
る
。
扇
面
の
表
裏
は
白
土

し
ら
つ
ち

下

地
を
施
し
た
上
に
細
か
な
銀
粉
を

蒔ま

き
つ
け
、
そ
の
上
に
極
彩
色
で

山
水

さ
ん
す
い

人
物
の
春
の
情
景
が
描
か
れ

て
い
る
。
平
安
末
期
の
特
徴
を
も

ち
、
扇
と
し
て
は
小
形
で
あ
る
こ

と
か
ら
安
徳
天
皇
の
調
度
品
（
あ

る
い
は
玩
具
）
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
檜

扇
と
共
に
小
唐
櫃

こ
か
ら
び
つ

に
納
め
ら
れ
て

い
た
小
形
の
「
半
臂

は
ん
ぴ

」
〔
国
宝
〕

と
呼
ば
れ
る
装
束
（
袖
の
な
い
短

い
衣
）
で
、『
厳
島
図
絵
』（
江
戸

期
）
に
は
本
品
を
「
安
徳
帝
御

産
衣

う
ぶ
ぎ

」
と
し
て
い
る
。
最
後
は
、

「
宝
相

ほ
う
そ
う

華げ

文も
ん

螺ら

鈿で
ん

平
塵

へ
い
じ
ん

飾
か
ざ
り

太
刀

た

ち

」

〔
国
宝
〕
で
あ
る
。
鞘さ

や

は
宝
相
華

文
を
螺
鈿

ら
で
ん

で
表
し
、
柄つ

か

は
銀
板
金
包
み
で
、
金

具
は
鍍
金

と
き
ん

が
か
か
っ
た

装
飾
性
の
豊
か
な
豪
華

な
造
り
の
太
刀
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
神
宝
」

と
は
、
祭
神
が
使
用
す

る
た
め
に
神
社
に
奉
納

さ
れ
た
宝
物
の
こ
と

で
、
神
々
が
お
使
い
に

な
る
も
の
と
し
て
納
め

ら
れ
、
多
く
は
巷
間

こ
う
か
ん

（
ち
ま
た
）
で
使
用
さ

れ
る
も
の
に
比
べ
て
小

さ
く
製
作
さ
れ
、
装
飾
性
も
豊
か

で
、
”捧
げ
物
“と
い
っ
た
趣
が
強

い
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
、
物
が

小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し

も
子
供
が
使
用
し
た
も
の
と
は
限

ら
ず
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
、
安

徳
天
皇
の
御
物

ぎ
ょ
ぶ
つ

と
断
定
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。
こ
の
他
、
安
徳
天

皇
の
父
、
高
倉
上
皇
の
御
物
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
「
紙
本

し
ほ
ん

墨
書

ぼ
く
し
ょ

扇お
う
ぎ

」

〔
重
要
文
化
財
〕
も
あ
る
。

厳
島
神
社
と
言
え
ば
、
社
殿
と

と
も
に
や
は
り
朱
色
（
丹
塗
）
の

「
大
鳥
居
」〔
重
要
文
化
財
〕
が
有

名
で
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ

る
。
主
柱
は
周
囲
約
10
メ
ー
ト
ル

（
直
径：

約
３
・
５
メ
ー
ト
ル
）、
樹

齢
５
０
０
〜
６
０
０
年
の
楠
の
自

然
木
を
使
用
し
、
根
元
は
海
底
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

松
の
杭
を
打
っ
て
地
盤
を
強
化
し

た
上
に
自
重
（
約
60
ト
ン
）
で

立
っ
て
い
る
と
い
う
。
海
上
の
建

造
物
と
し
て
は
、
こ
の
他
江
戸
時

代
に
建
て
ら
れ
た
「
能
舞
台
」

〔
重
要
文
化
財
〕
が
あ
る
。
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内

の
５
つ
の
能
舞
台
の
一
つ
で
、
唯

一
海
に
浮
か
ぶ
も
の
で
あ
る
。

平
家
、
安
徳
天
皇
関
係
以
外
の

遺
物
・
遺
構
と
し
て
は
、
社
殿
北

側
の
高
台
の
五
重
塔
横
に
立
つ

「
豊
国
神
社
（
千
畳
閣
）」〔
重
要
文

化
財
〕
が
あ
る
が
、
天
正
15
（
１

５
８
７
）
年
豊
臣
秀
吉
の
命
で
建

立
さ
れ
た
大
経
堂
で
、
秀
吉
自
身

は
４
年
後
の
九
州
遠
征
の
際
に
こ

こ
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

厳
島
神
社
は
実
に
見
所
が
多
い
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫

平
家
ゆ
か
り
の
厳
島
神
社

平
家
ゆ
か
り
の
厳
島
神
社

博
物
館
だ
よ
り

　
N
o.
９３

宝
相
華
文
螺
鈿
平
塵
飾
太
刀 半

臂

檜
扇
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山
地
亮
孝

よ
し
た
か

・
記

◆
出
身
地
の
概
要

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
一

月
二
十
一
日
大
桐
村
大
平
に
て
、

父
政
弘
・
母
文
の
長
男
に
生
ま
れ

る
。こ

の
当
時
の
大
桐
村
は
、
明
治

維
新
の
後
、
郷
村
の
区
域
を
桐
見

川
・
大
平
・
野
老
山
を
野
老
山
郷

と
称
し
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）

年
郷
を
廃
止
し
て
大
小
区
制
が
し

か
れ
た
が
、
一
八
八
八
（
明
治
二

十
一
）
年
市
町
村
制
と
な
り
、
大

平
・
桐
見
川
を
併
せ
て
大
桐
村
と

な
っ
た
。

大
桐
村
を
縦
貫
す
る
住
還
道

は
、
越
知
町
文
徳
よ
り
大
田
石
の

堤
防
を
西
進
し
茶
ケ
芝
・
五
味
に

来
、
こ
れ
よ
り
坂
道
を
上
り
て

的
戸
森

ま
と
ど
の
も
り

の
北
側
を
通
り
市
山

い
ち
や
ま

・

上
流

じ
ょ
う
り
ゅ
う

・
中
畑

な
か
は
た

・
中
大
平

な
か
お
お
ひ
ら

・

内
野

う
ち
の

・
本
村

ほ
ん
む
ら

・
栃
ノ
木

と

ち

の

き

を
経
て
桐

見
川
に
通
じ
て
い
た
。
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
大
平
・
桐
見
川
・

長
者
の
三
村
連
合
で
坂
折
川
に
沿

う
て
新
道
を
設
け
た
が
、
わ
ず
か

の
出
水
で
往
来
が
で
き
ず
、
一
八

八
七
（
明
治
二
十
）
年
改
修
工
事

を
行
い
荷
馬
の
往
来
が
可
能
に

な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
一
九
〇
〇

（
明
治
三
十
三
）
年
郡
道
が
開
設

さ
れ
、
越
知
の
町
を
起
点
と
し
て

遊
行
寺
を
通
り
、
島
を
経
て
桐
見

川
に
至
り
、
部
落
の
ほ
ぼ
中
央
を

曲
折
し
て
大
峠
お
お
と
う

に
上
り
長
者
に
至

る
道
路
で
、
自
転
車
・
荷
馬
車
・

自
動
車
の
往
来
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

大
桐
村
の
地
勢
は
高
峻
で
南
面

急
傾
斜
地
が
大
部
分
で
、
楮
・
三
椏

を
植
付
け
経
済
を
支
え
、
わ
ず
か

の
平
垣
地
で
麦
・
き
び
・
い
も
・
ひ

え
等
を
作
っ
た
。
初
代
村
長
大
野

驥
す
す
む

は
楮
・
三
椏
を
奨
励
し
一
八
八

八
（
明
治
二
十
一
）
年
一
月
二
十

日
高
岡
郡
共
進
会
で
楮
皮
が
五
等

に
入
賞
。
二
年
後
の
一
八
九
〇
年

七
月
十
一
日
東
京
内
国
勧
業
博
覧

会
で
楮
皮
が
二
等
賞
に
輝
い
た
。

特
産
品
と
し
て
は
大
平
地
区
で

は
楮
皮
の
繊
維
を
紡つ

む

い
で
織
っ
た

太
布

た

ふ

。
桐
見
川
地
区
で
は
葛く

ず

が
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
産
物
で

あ
っ
た
。

◆
文
部
省
に
入
る

西
山
政
猪
は
狭
隘

き
ょ
う
あ
い

な
山
間

僻
遠

へ
き
え
ん

の
地
に
何
時
ま
で
も
し
が
み

つ
い
て
い
て
も
発
展
し
な
い
の
で

進
学
し
て
広
い
世
界
に
飛
び
立
と

う
と
考
え
、
高
知
城
下
に
あ
る
県

立
第
一
中
学
校
に
見
事
に
合
格

し
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）

年
卒
業
。
卒
業
す
る
と
も
っ
と
広

い
天
地
へ
と
希
望
が
ふ
く
ら
み
、

東
京
へ
出
て
東
京
帝
国
大
学
へ
と

進
み
、
卒
業
す
る
や
文
部
省
書
記

官
に
な
っ
た
。

そ
う
し
て
、
大
正
期
の
中
頃
、

長
崎
高
等
商
業
学
校
に
派
遣
さ
れ

生
徒
監
と
な
り
、
ヒ
ゲ
を
た
く
わ

え
学
生
達
に
に
ら
み
を
利
か
せ
、

名
物
教
授
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
。

◆
要
職
を
歴
任

西
山
政
猪
は
長
崎
高
等
商
業
学

校
か
ら
文
部
省
に
戻
り
、
東
京
帝

国
大
学
書
記
官
・
大
臣
官
房
会
計

課
長
・
文
部
省
専
門
学
務
局
長
・

文
部
省
宗
教
局
長
を
歴
任
の
後
に

満
州
国
文
教
部
総
務
司
長
・
満
州

体
育
会
理
事
長
を
務
め
た
。

◆
日
満
教
育
文
化
協
会
設
立

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
三
月

十
二
日
一
ツ
橋
教
育
会
館
で
、
武

藤
大
将
・
小
磯
中
将
・
水
野
錬
太

郎
・
鎌
田
栄
吉
・
永
田
秀
次
郎
・

林
博
太
郎
・
駒
井
徳
三
・
西
山
政

猪
・
文
部
省
各
局
長
と
中
国
側
か

ら
多
数
の
日
満
教
育
関
係
者
が
発

起
人
や
賛
成
人
と
な
り
、
教
育
文

化
の
機
関
を
通
じ
て
日
満
両
国
民

の
親
善
融
和
・
日
満
教
育
文
化
関

係
者
相
互
の
視
察
懇
親
・
日
満
教

育
文
化
の
制
度
並
び
に
施
設
の
調

査
研
究
助
長
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
日
満
教
育
文
化
協
会
設
立
総
会

を
開
催
し
決
定
せ
ら
れ
た
。

◆
満
州
事
変

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月

十
八
日
、
日
本
の
関
東
軍
参
謀
ら

に
よ
る
奉
天
（
瀋
陽
）
郊
外
柳
条

湖
の
満
鉄
線
路
の
爆
破
を
「
自
衛
」

と
称
し
て
た
だ
ち
に
軍
事
行
動
を

開
始
、
関
東
軍
は
奉
天
・
長
春
な

ど
満
鉄
沿
線
の
諸
都
市
を
占
領
し

た
。一

九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月

一
日
関
東
軍
は
満
州
国
の
建
国
を

宣
言
。
執
政
に
清
朝
最
後
の
皇
帝

溥
儀
ふ

ぎ

を
お
き
、
独
立
国
の
形
を

と
っ
た
が
、
日
本
の
カ
イ
ラ
イ
国

家
で
あ
っ
た
。

同
年
四
月
中
国
政
府
は
国
際
連

盟
に
提
訴
し
、
連
盟
は
調
査
団
を

派
遣
し
、
柳
条
湖
事
件
は
日
本
軍

隊
と
文
武
ぶ
ん
ぶ

官
憲
の
活
動
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

同
年
十
月
二
日
に
は
日
本
か
ら

の
第
一
次
移
民
が
東
京
駅
を
出
発

し
た
。

翌
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二

月
二
十
四
日
国
際
連
盟
は
『
満
州

国
』
不
承
認
を
可
決
し
、
満
州
か

ら
の
日
本
軍
撤
退
を
勧
告
し
た
。

日
本
は
三
月
二
十
七
日
国
際
連
盟

を
脱
退
し
、
国
際
的
孤
立
に
む

か
っ
て
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

◆
終
わ
り
に

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月

十
八
日
の
柳
条
湖
事
件
に
端
を
発

し
た
満
州
事
変
か
ら
戦
線
は
し
だ

い
に
中
国
全
土
へ
と
侵
攻
す
る
日

中
戦
争
と
な
り
、
そ
う
し
て
太
平

洋
戦
争
へ
と
突
き
進
み
、
遂
に
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十

五
日
無
条
件
降
伏
し
終
戦
と
な
っ

た
が
、
西
山
政
猪
は
文
部
省
で
局

長
を
歴
任
し
、
満
州
で
は
文
教
部

総
務
司
長
の
要
職
を
務
め
た
文
部

官
僚
で
あ
る
。

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）

年
十
二
月
十
七
日
没
。
六
十

八
歳
。
東
京
玉
川
墓
地
に
眠

る
。

文
部
官
僚

西
山
政
猪

古
里
の
先
人
達

　
　
越
知
史
談
会
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越
知
保
育
園
で
は
、
平
成
20
年
度
の

入
園
申
し
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

込
み
期
間
を
過
ぎ
る
と
入
園
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

12
月
１
日
〜
20
日

【
場
所
】

越
知
保
育
園
２
階
事
務
室

【
対
象
年
齢
】

満
６
カ
月
〜
就
学
前

＊
現
在
妊
娠
中
の
お
子
さ
ん
や
、
育

児
休
業
等
に
よ
り
４
月
２
日
以
降
に
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
今
回
申
し
込
み

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
時
間
等
】

原
則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。
土
曜
日
は
、
午

前
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

延
長
保
育

保
護
者
の
勤
務
時
間
や
家
庭
の
状
況

に
よ
り
必
要
な
場
合

※
午
前
７
時
40
分
か
ら
、
午
後
４
時
か
ら
６

時
ま
で
の
間
延
長
し
て
保
育
し
ま
す
。

【
入
園
の
基
準
お
よ
び
条
件
】

保
護
者
が
仕
事
お
よ
び
そ
の
他
の
理

由
（
病
気
、
求
職
等
）
に
よ
り
、
昼
間

の
保
育
が
で
き
ず
、
祖
父
母
等
、
他
に

保
育
を
で
き
る
方
が
い
な
い
場
合
。

【
保
育
料
】

保
護
者
の
平
成
19
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
を
基
に

決
定
し
ま
す
。

保
育
料
の
決
定
は
、
平
成
20
年
４
月

初
め
に
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

担
当
　
岡
・
山
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
幼
稚
園
で
は
、
平
成
20
年
度
入

園
の
園
児
に
つ
い
て
、
次
の
要
領
に
よ

り
入
園
の
受
付
を
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
、
受
付
期
間
内
に

願
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

12
月
３
日
〜
20
日

【
対
象
年
齢
】

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

【
保
育
時
間
等
】

平
常
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

預
か
り
保
育

平
常
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
を
必

要
と
す
る
幼
児
の
た
め
に
、
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
後
３
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

夏
休
み
・
春
休
み
預
か
り
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

ま
で
。

【
授
業
料
】

幼
稚
園
授
業
料
と
し
て
、
月
額
５,
５
０
０

円
（
越
知
町
外
６,
５
０
０
円
）
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

預
か
り
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
月

額
３,
０
０
０
円
。
夏
季
預
か
り
保
育
は

月
額
５,
０
０
０
円
が
別
途
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
願
書
等
の
提
出
】

入
園
願
書
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
住
民

課
受
付
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、

幼
稚
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
３
・
４
歳
児
で
入
園
中

の
園
児
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
願
書
等

の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
園
の
決
定
】

１
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７
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12
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

子
育
て
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
！
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
楽
し
く
過
ご
し
ま

せ
ん
か
！

【
日
時
】

12
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜

【
内
容
】

ミ
ニ
門
松
作
り

（
小
松
由
香
里
　
先
生
）

※
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
次
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

今
月
の

”
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
“
は
、

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
楽
し
い
事

い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
友
達
と
誘
い
合
っ

て
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

７
日
（
金
）

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

14
日
（
金
）

お
誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

19
日
（
水
）

リ
ー
ス
作
り
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

※
12
月
29
日
〜
平
成
２０
年
１
月
３
日
は

支
援
セ
ン
タ
ー
は
休
み
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
本
・
北
村

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

だ
い
ぶ
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
お
芋
掘
り
に

行
っ
た
り
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
に
行
っ

た
り
、
園
庭
の
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
色
が

変
わ
っ
て
い
く
の
を
見
た
り
と
秋
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
も
園
庭
開
放
日
が
あ
り

ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
幼
稚
園
の
お

友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？
待
っ

て
ま
す
♪

【
日
時
】

12
月
４
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

平
成
20
年
１
月
３
日
（
木
）
越
知
町

民
会
館
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
新
成

人
の
集
い
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
皆
さ
ん
に
招
待
状
を
発
送

し
ま
し
た
が
、
越
知
町
に
住
所
が
な
く

招
待
状
が
届
い
て
な
い
方
で
、
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

担
当
　
西
川
・
河
添

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０
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日　時 

平成20年 
１月24日（木） 
午前10時～ 

平成20年 
１月25日（金） 
午前10時～ 

試験を実施する 
免許の種類 

わ な 猟  

第一種銃猟 

会　　場 

県立ふくし交流プラザ 
（高知市朝倉戊３７５－１） 

■■■■募集・案内■■■■

県
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
と

な
る
狩
猟
者
の
確
保
を
図
り
、
農
林
家

自
ら
が
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
手
段
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
農
閑
期
で
あ
る

冬
期
に
、
わ
な
猟
免
許
と
第
一
種
銃
猟

免
許
に
限
り
、
次
の
と
お
り
追
加
試
験

を
行
い
ま
す
。

【
受
験
料
】

初
　
心
　
者
　
５,
３
０
０
円

一
部
免
除
者
　
４,
０
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

高
知
県
政
策
企
画
部
鳥
獣
対
策
室
ま
た

は
地
区
猟
友
会

【
申
請
先
】

高
知
県
政
策
企
画
部
鳥
獣
対
策
室

【
申
請
方
法
】

郵
送
ま
た
は
持
参

【
申
請
締
切
日
】

平
成
２０
年
１
月
１５
日
（
火
）
必
着

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
政
策
企
画
部
鳥
獣
対
策
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
３
９

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

平
成
20
年
度
も
高
等
学
校
、
福
祉
教

育
と
も
に
広
く
生
徒
・
学
生
の
募
集
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
概
要
】

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し

た
特
色
の
あ
る
教
育
課
程
で
、
３
年
間

で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

登
校
は
月
に
１
・
２
回
。

【
履
修
年
数
】

３
年
（
た
だ
し
、
転
編
入
あ
り
）

【
募
集
対
象
】

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

20
年
３
月
に
卒
業
見
込
の
方
。
高
等
学

校
中
退
者
等
。

【
申
込
方
法
】

ご
請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と
願
書
を

お
届
け
し
ま
す
。
出
願
受
付
順
に
書
類

選
考
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

平
成
20
年
２
月
１
日
〜
４
月
20
日

【
概
要
】

介
護
福
祉
士
の
養
成
と
地
域
社
会
を
創

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
年
間
で

指
定
の
科
目
を
履
修
し
、
修
了
す
る
と
、

介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
が
取
得
で
き

ま
す
。

【
履
修
年
数
】

２
年

【
募
集
対
象
】

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
20
年
３
月
に
卒
業
見
込
の
方
等
。

【
申
込
方
法
】

ご
請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と
願
書
を

お
届
け
し
ま
す
。
書
類
選
考
と
課
題
作

文
に
よ
り
入
学
選
考
を
行
い
ま
す
。

【
１
次
募
集
】

12
月
１
日
〜
平
成
20
年
１
月
21
日

【
２
次
募
集
】

平
成
20
年
２
月
20
日
〜
３
月
17
日

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１
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■■■■募集・案内■■■■

横倉山自然の森博物館からのお知らせ

　明治から昭和の越知町の古い町並み・風景・風俗などを対象とし

た写真と、「引札」と呼ばれる、商店が宣伝・広告のために得意先

に配った色鮮やかな“チラシ”〔約３０点〕を併せて展示します。また、

越知商店街の有志が、“町の活性化”に繋がればという願いで製作し

た夢のある旧商店街の復元模型〔３０0分の１〕も同時に展示します。

ひきふだ

【日　時】１２月１５日（土）～平成２０年２月１１日（月・祝日）
【場　所】横倉山自然の森博物館　１階ホール
【入館料】大人５００円、高校・大学生４００円、小・中学生２００円
※１月３日は無料開放　越知町内の小・中学生は期間中無料
◆お問い合わせ先　横倉山自然の森博物館　TEL２６－１０６０

企画展『昔懐かしい越知町の写真・引札展』

芦塚英子氏　子育て講演会 

「このままでいい」なんていわないで！ 「このままでいい」なんていわないで！ 
・・・子どもたちの心の叫びが聞こえますか？－媒介学習体験が育てるもの－ 

※「媒介学習」とは 

【日　時】１２月１５日(土)　午前１０時～（受付 午前９時３０分～） 
【場　所】越知小学校体育館 
【対　象】子育て中の親、教育者、療育者など 
◆お問い合わせ先　保健福祉センター　TEL 26-3211

　家庭での子育てや学校教育の場などで、キレる子どもや問題行動を起こす

子どもの増加が問題になっています。また、先天的に自閉症やダウン症などの

知的障害を持つ子どもを、悩みを抱えながら育てている親御さんや教育者、療

育者などを対象に、子どもへの認知能力の強化などの学習プログラムや、その

実践事例などを紹介しながら、子どもへの接し方や自信のつけ方などをわかり

やすくお話します。 

ばいかい 

　子どもが五感を通じて取り込む情報という〔刺激〕と、その刺激に対する〔反応〕との間に〔媒介者〕とし

て大人が入り、情報を関連付け思考の材料として組み立てていく方法を学ぶこと。「フォイヤーシュタイン認

知能力強化プログラム」を使って認知能力の強化を行う学習方法はその代表的なもの。学習の中では、媒

介者が認知の手助けを行いながら、子どもに自ら気付かせ考えさせて、失敗を繰り返す中から答えを導き出

し、最終的には自立した日常生活や学習への応用ができることをねらいとします。 



【
日
時
】

12
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
50
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
集
合

午
後
５
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
い
の
―
高
知
―
桂
浜
（
桂

浜
荘
に
て
会
食
）
―
高
岡
―
波
川

―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
集
合
時
刻
は
厳
守
の
こ
と

・
参
加
料
３,
５
０
０
円

（
弁
当
代
飲
物
等
を
含
む
）

・
申
込
期
限
は
12
月
４
日
と
し
一

定
人
員
に
達
す
れ
ば
締
め
切
る

も
の
と
す
る

・
晴
雨
に
関
わ
ら
ず
実
施
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

矢
野

広
報
お
ち
で
は
、「
み
ん
な
の

広
場
」
へ
掲
載
す
る
記
事
・
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

投
稿
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
文
芸
（
俳
句
・
短
歌
な
ど
）

●
サ
ー
ク
ル
入
会
者
の
募
集

●
地
域
で
お
こ
っ
た
身
近
な
話

題
・
楽
し
い
話
題
な
ど

●
そ
の
他

投
稿
テ
ー
マ
で
「
こ
ん
な
の
は

ど
う
か
な
？
」
と
い
う
場
合
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
投
稿
方
法
】

郵
送
・
持
ち
込
み
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
広
報
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

桜
座
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
今
年
度
も
「
演
劇
講
座
」
を
開

催
し
、
現
在
19
人
の
受
講
者
の
皆

さ
ん
が
「
演
じ
る
こ
と
を
楽
し
ん

で
み
よ
う
！
」
を
合
い
言
葉
に
、

週
２
回
ほ
ど
（
午
後
７
時
30
分
〜

午
後
９
時
30
分
）
桜
座
の
大
ホ
ー

ル
で
発
声
や
演
技
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
受
講
生
19
人

の
男
女
の
構
成
比
が
女
性
16
人
に

対
し
男
性
３
人
と
な
っ
て
お
り
、

男
性
が
少
な
い
た
め
上
演
作
品
の

選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
つ
い
て
は
、
男
性
受
講
者
の

方
を
大
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

演
劇
や
役
者
に
少
し
で
も
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
桜
座
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

桜
座
（
担
当
　
岡
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
７
８
７
８

広報おち＊12月号　　■22■■■■

桜
座
演
劇
講
座

男
性
受
講
者
の
方

大
募
集
！

広
報
お
ち
へ

投
稿
し
ま
せ
ん
か

■■■■みんなの広場■■■■

「音響のこと」知ってみませんか 

を開講します 
受講者 
募集中！ 

音響機器の操作や音づくりに興味のある皆さんに吉報です。 
桜座の大ホールの音響設備を使用し、『カラオケ音響のセッティングと操作ができるまで』を目標に、
音響技術講座を次により開講することとしました。 
本格的なホール音響には普段はなかなか触れることはできないと思われます。この機会にどうぞ
受講してみてはいかがでしょうか。 

【講座日】平成20年2月6日（水）・2月13日（水）・2月20日（水） 
　　　　　　　 2月27日（水）・3月5日（水）　※5回講座 
【時間】午後7時～午後9時 
【内容】設備音響システムの概要・ミキサーに関して・ 
　　　周辺機器に関してなど 
【講師】高知県民文化ホール　森田　賢次 氏　 

【受講料】無料 
【申込締切】平成20年1月20日（日） 
【会場】佐川町立桜座（大ホール） 

◆お申し込み・お問い合わせ先 
　佐川町立桜座まで　TEL22-7878



■■■■23■ 広報おち＊12月号

■■■■みんなの広場■■■■

第
五
十
八
回
　
越
知
短
歌
会

○
一
面
の
葦
の
花
穂
は
き
ら
め
き
て
う
ね
り
つ
つ
ゆ
く
次
か
ら
次
に

廣
見
　
正
子

○
葉
の
色
の
褪
せ
し
コ
ス
モ
ス
遅
れ
咲
く
園
を
め
ぐ
れ
り
夫
と
来
た
り
て

結
城
多
良
子

○
色
づ
い
た
岩
場
の
蔦
を
見
に
行
こ
う
電
話
は
足
の
治
り
た
る
友

井
上
　
美
智

○
折
り
た
た
む
白
絹
の
ご
と
お
も
む
ろ
に
展
き
き
り
た
る
夕
顔
の
花

井
上
善
三
郎

○
散
歩
道
こ
の
幾
日
は
落
ち
栗
を
わ
ず
か
な
が
ら
も
拾
い
て
帰
る

宮
橋
　
敏
機

○
三
十
三
回
忌
は
や
近
づ
く
か
母
逝
き
し
日
の
こ
と
つ
ぶ
さ
に
吾
は
憶
う
に

益
　
　
法
子

○
賑
わ
い
の
終
り
し
園
に
一
人
立
つ
若
き
日
は
遠
く
名
残
り
の
コ
ス
モ
ス

田
村
　
智
子

○
投
網
肩
に
水
を
う
か
が
ふ
は
鷺
の
ご
と
し
レ
ン
ズ
に
水
隔
て
覗
け
る
わ
れ
も

楠
瀬
兵
五
郎

 日 曜 　　　　　種　　  目 　　場　　所 　　　集 合 時 間 　　備　考
 2 日 乳がん検診 保健福祉センター 午前8：30～午後2：40 
 
3
 
月
 乳がん検診 保健福祉センター 午前8：30～午前11：10 

     ミニデイ（鎌井田） 鎌井田老人里の家 午前10：00～ 
 
4
 
火
 ハッピーママ倶楽部　おもちゃ図書館 保健福祉センター 午後1：00～ 

   園庭開放 越知幼稚園 午前9：30～午前11：00 １９ページ参照
 5 水 犬・猫の引取日 役場 午前8：30～午前9：15 
 
6
 
木
 
１才6カ月健診

 
保健福祉センター

 
午後1：30～

　　　    
 
7
 
金
 人権無料相談 保健福祉センター 午前10：00～午後3：00 

   なかよしひろば（お店屋さんごっこ） 越知保育園 午前9：30～ １９ページ参照
 
10
 
月
 健康相談 宮ケ奈路集会所 午前9：40～ 

    ミニデイ（五味） 五味集会所 午後1：30～ 
 11 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1：00～ 
 13 木 健康相談 中大平公民館 午前10：00～ 
 14 金 なかよしひろば（お誕生会） 越知保育園 午前9：30～ １９ページ参照
 15 土 子育て講演会 越知小学校 午前10：00～ ２１ページ参照
 17 月 犬・猫の引取日 役場 午前8：30～午前9：15 
 18 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1：00～ 
 
19
 
水
 健康相談 筏津集会所 午後1：30～ 

   なかよしひろば（リース作り等） 越知保育園 午前9：30～ １９ページ参照
 20 木 ミニデイ（日ノ浦） 日ノ浦集会所 午前9：40～ 
 
25
 
火
 育児相談・母子保健事業 保健福祉センター 午後1：00～ １９ページ参照

     犬・猫の引取日 役場 午前8：30～午前9：15

 8 火 ハッピーママ倶楽部 保健福祉センター 午後1：00～  

 1月

 12月  12月の行事カレンダー

対象H18.1.1～
　　H18.6.30生
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越
知
町
内
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
な
が
ら

山
へ
登
る
こ
と
15
分
。
こ
こ
は
越
知
町
上

の
峠
。
山
々
は
紅
葉
に
色
づ
き
は
じ
め
山

の
景
色
が
見
事
な
場
所
に
91
歳
の
藤
原
末

廣
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

自
宅
の
庭
一
面
に
は
キ
レ
イ
な
菊
が
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
庭
の
菊
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
「
僕
は
ね
ぇ
、
菊
が
う
ん
と
好
き

な
が
。
昔
は
品
評
会
に
も
出
展
し
よ
っ
た

で
」。
柔
和
な
顔
に
弾
け
る
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
足
が
痛
く
て
満

足
な
世
話
が
で
き
ん
な
っ
た
と
悔
し
が
る

藤
原
さ
ん
。
で
も
気
持
ち
だ
け
は
前
向
き

で
す
。「
こ
り
ゃ
兄
さ
ん
！！
来
年
を
楽
し

み
に
し
ち
ょ
き
よ
。
来
年
は
も
っ
と
え
い

菊
を
育
て
る
き
。
そ
の
時
に
も
う
一
回
写

真
を
取
り
に
き
て
や
！！
」
藤
原
さ
ん
の
心

の
中
に
は
、
早
く
も
来
年
、
庭
一
面
満
開

に
咲
い
た
菊
の
花
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
元
気
の
秘
訣
に
つ
い
て
お
伺
い
す

る
と
「
酒
も
タ
バ
コ
も
や
ら
ん
こ
と
」「
若

い
頃
に
は
兵
隊
に
行
っ
た
り
、
炭
鉱
で
働
き

よ
っ
て
苦
労
を
い
っ
ぱ
い
し
た
。
と
に
か
く

若
い
時
に
苦
労
を
し
ち
ょ
く
こ
と
や
ね
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
60
年
以
上
一
緒
に
連

れ
添
っ
て
い
る
妻
の
秀
尾
さ
ん
（
87
歳
）
は
、

藤
原
さ
ん
を
こ
う
評
し
ま
す
。「
こ
の
人
は

遊
び
も
せ
ん
、
お
金
も
使
わ
ん
真
面
目
な
人
。

そ
う
や
ね
ぇ
、
こ
の
人
と
一
緒
に
な
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
」

◆
90
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
い

れ
ば
次
ま
で
ご
連
絡
を

越
知
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
　
・
矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

御
年
齢
　
歳 

こ
の
人
に
ス
ポ
ッ
ト
　 

000

① 
越知町上の峠

藤原末廣さん（91歳）


